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研
究
ノ
ー
ト

ホ
セ
ア
書
に
お
け
る
「
神
の
民
」
の
問
頴
｝

1
「
神
の
子
ら
」
を
め
ぐ
っ
て
ー

ス
ラ
エ
ル
の
関
係
は
父
と
子
と
い
う
自
然
的
絆
と
し
て
蓑
現
さ
れ

て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
は
古
代
ナ
リ
ェ
ン

ト
の
宗
教
一
般
に
お
い
て
妥
当
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

旧
約
聖
書
に
お
い
て
、
こ
の
事
が
妥
当
す
る
か
ど
う
か
は
再
検
討

さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。

菅
　
沼
　
英
　
紅

痛
、
問
題
提
起

　
旧
約
聖
書
の
契
約
思
想
の
研
究
史
に
お
い
て
、
ウ
ェ
ル
ハ
ウ
ゼ

ン
（
名
Φ
｝
浮
雲
。
。
Φ
炉
粕
噸
）
が
特
に
契
約
研
究
へ
の
関
心
を
呼
び
お
こ

し
た
点
に
お
い
て
、
そ
の
貢
献
の
大
き
い
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
し
か
し
、
彼
は
著
書
「
イ
ス
ラ
ユ
ル
史
」
（
○
霧
。
ぼ
。
簿
①
騨
鑓
鮎
ω
》

ド
G
。
↓
G
。
）
の
中
で
、
「
契
約
概
念
で
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ヤ
ー
ウ
ェ
と
の
関

係
を
表
現
す
る
こ
と
は
大
預
言
者
た
ち
の
説
教
の
所
産
で
あ
り
、

そ
れ
以
前
に
は
、
ヤ
ー
ウ
ェ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
関
係
は
父
と
子

と
い
う
自
然
な
関
係
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い

る
。
彼
に
よ
れ
ぽ
、
預
言
者
た
ち
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
旧
い
宗
教
を

終
焉
さ
せ
、
新
た
に
倫
理
思
想
の
高
揚
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
預
言
者
以
前
の
古
い
宗
教
理
解
に
お
い
て
は
神
と
イ

エ
　
最
近
の
硫
究
状
況

　
ラ
イ
ト
（
○
。
団
●
名
ユ
σ
q
葺
）
は
「
旧
約
墾
書
宗
教
の
用
語
と
そ

　
　
（
2
）

の
意
義
」
（
巳
合
）
と
題
す
る
論
文
で
、
圏
約
聖
書
に
お
け
る
父
と

子
の
関
係
の
嗣
語
と
そ
の
意
義
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
彼

に
よ
れ
ぽ
、
旧
約
聖
書
の
中
で
「
父
と
子
偏
の
図
式
は
不
思
議
な

こ
と
に
少
な
く
、
む
し
ろ
「
支
配
す
る
主
臨
と
い
う
神
概
念
が

（
ケ
…
ラ
ー
が
主
張
し
た
よ
う
に
）
基
本
的
な
主
題
で
あ
る
。
従

っ
て
人
闘
は
神
の
子
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
り
は
む
し
ろ
「
神
に

仕
え
る
者
し
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
神
と
異
と
の
関
係
が
「
夫

婦
の
関
係
」
や
「
父
子
の
関
係
」
で
表
現
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、

「
主
と
仕
え
る
者
」
の
モ
チ
ー
フ
と
結
合
さ
れ
て
い
る
（
出
エ
ジ

プ
ト
四
・
2
2
）
。
「
父
と
子
」
の
図
式
が
「
主
人
と
仕
え
る
考
」
の

モ
チ
ー
フ
と
結
合
さ
れ
て
い
る
点
に
紫
電
聖
書
信
仰
の
特
色
が
あ

り
、
こ
の
「
父
・
子
」
の
用
語
の
起
源
は
モ
ー
セ
時
代
に
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
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捕
囚
期
前
の
預
言
者
が
「
父
と
子
」
の
図
式
を
用
い
た
場
合
に

も
、
　
「
支
配
す
る
主
に
仕
え
、
服
従
す
る
明
倫
理
性
が
重
視
さ
れ

て
い
る
点
に
そ
の
特
色
が
あ
る
と
云
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
フ
ェ
ン
シ
ャ
ム
（
閃
。
鵠
論
難
）
は
「
条
約
・
契
約
用
語
と
し
て

の
父
と
子
」
（
お
謬
）
と
題
す
る
論
文
で
、
「
父
i
子
関
係
は
契
約

概
念
を
表
わ
す
用
語
」
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
は

マ
ッ
カ
ー
シ
ー
と
同
一
線
上
に
あ
る
と
言
え
る
。
マ
ッ
カ
ー
シ
ー

は
そ
の
論
文
で
「
尊
命
記
に
お
い
て
神
へ
の
愛
も
父
・
子
関
係

も
、
契
約
概
念
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
申
命
記
及
び
預
言
書
に
お
い
て
、
契
約
概
念
と
し
て
父
．
子

関
係
が
考
え
ら
れ
た
こ
と
の
意
義
も
し
く
は
意
図
は
何
で
あ
っ
た

か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（
芝
・
頃
。
ω
8
目
凱
け
）
は
「
歴
史
に
お
け
る
旧
約

聖
書
の
儒
仰
」
（
〉
開
け
①
ω
寅
ヨ
の
簿
臨
。
げ
興
○
｝
9
昌
げ
Φ
ぼ
ω
蝕
β
㊤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

○
Φ
。
。
o
窯
。
ワ
8
榊
⑩
①
Q
。
”
溢
弼
”
ド
ゆ
Q
。
N
）
に
お
い
て
、
「
神
の
息
子
」
の

称
号
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
「
神
の
息
子
と
い
う
称
号
の

受
容
と
共
に
イ
ス
ラ
エ
ル
で
実
現
し
た
一
大
変
化
は
こ
の
父
子
関

係
が
（
王
か
ら
）
民
全
体
に
ま
で
拡
げ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
神

と
民
と
の
関
係
を
特
徴
づ
け
る
こ
の
語
は
預
言
書
に
お
い
て
初
め

て
現
わ
れ
る
。
」
「
ホ
セ
ア
と
そ
の
後
継
春
た
ち
は
神
の
息
子
の
比

喩
を
用
い
て
、
父
の
愛
と
子
の
反
抗
と
を
表
現
し
た
。
父
一
子
と

い
う
関
係
は
、
預
書
者
の
宣
告
の
中
で
特
定
の
意
味
を
獲
得
し

た
。
こ
の
関
係
は
法
的
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
入
格
的
・
情
愛
的

な
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
て

い
る
の
は
、
息
子
の
あ
ら
ゆ
る
反
抗
に
も
か
か
わ
ら
ず
貫
か
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

父
親
の
愛
情
な
の
で
あ
る
」
。
　
彼
は
父
i
子
関
係
に
お
け
る
人
格

的
・
愛
を
強
調
し
て
い
る
が
、
　
「
父
－
子
」
の
図
式
の
も
つ
契
約

的
小
心
昧
と
の
関
連
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
最
近
の
研
究
状
況
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
「
旧
約
聚

書
に
お
け
る
神
の
子
ら
」
の
問
題
を
再
検
討
し
た
い
と
思
う
。

1．　IL

旧
約
聖
書
に
お
け
る
神
の
子
ら
の
用
語
に
つ
い
て

「
神
の
子
ら
」
（
イ
ス
ラ
エ
ル
・
民
と
し
て
）

出
工
事
・
2
2
　
　
「
わ
た
し
の
子
」
（
わ
た
し
の
長
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肯
・
単
）

申
一
四
・
1
　
　
　
「
主
の
子
ら
偏
（
聖
な
る
民
）
（
肯
・
複
）

申
三
二
・
5
　
　
「
神
の
子
ら
で
は
な
く
」
（
曲
が
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
世
代
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
否
・
複
）

申
三
二
・
2
0
　
　
　
「
真
実
の
な
い
子
ら
偏
（
逆
ろ
う
世
代
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
否
・
複
）

イ
ザ
ヤ
…
・
2
　
　
「
わ
た
し
は
『
子
ら
』
を
育
て
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肯
・
複
）
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一
・
4

イ
ザ
ヤ
三
〇
・
9

　
ホ
セ
ア
ニ
・
1

　
　
　
　
二
・
6

　
　
　
十
一
・
1

　　　　　　　　　　　　　　　エ

　　　　　　　　　　　　　　　レ

　　　A
　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

　　　　　　四　三　＝『＝

20　9　22　22　19　14

A
エ
レ

や十

3　13

　
詩
篇
八
二
・
6

イ
ザ
ヤ
四
三
・
6

　
　
　
四
五
・
1
1

　
　
　
六
三
・
8

「
堕
落
し
た
子
ら
」
　
　
　
　
（
否
・
複
）

「
偽
り
を
言
う
子
ら
」
　
　
　
（
否
・
複
）

「
生
け
る
神
の
子
ら
」
　
　
（
肯
・
複
）

「
淫
行
に
よ
る
子
ら
」
　
　
　
（
否
・
複
）

「
（
エ
ジ
プ
ト
以
来
）
わ
が
子
と
し
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肯
・
単
）

「
知
恵
の
な
い
子
」

「
収
穫
の
初
穂
」
）

「
背
信
の
子
ら
」

「
子
ら
の
中
で
扁

「
背
信
の
子
ら
」

「
愚
か
な
子
ら
」
（
わ
が
民
）

「
わ
た
し
の
長
子
」
）

「
か
け
が
え
の
な
い
息
子
」

（
喜
び
を
与
え
て
く
れ
る
子
）

「
い
と
高
き
方
の
子
ら
」

「
わ
た
し
の
息
子
た
ち
」

「
わ
た
し
の
子
ら
」

「
偽
わ
り
の
な
い
子
ら
」

Z
　
神
の
子
と
し
て
の
王
の
即
位
（
契
約
定
式
）

　
サ
ム
エ
ル
下
・
七
・
4
1
　
「
わ
た
し
の
子
」

（
否
・
単
）

（
否
・
複
）

　　　　　　　
肯肯否否

単単複複
）　）　）　）

（
肯
・
複
）

（
肯
・
複
）

（
肯
・
複
）

（
肯
・
複
）

（
ダ
ビ
デ
王
）

　
歴
代
誌
上
・
一
七
・
1
3
　
　
「
わ
た
し
の
子
」

　
歴
代
誌
上
・
二
八
・
6
　
　
「
わ
た
し
の
子
」

　
　
　
　
詩
篇
二
・
7
　
　
「
わ
た
し
の
冷
し

　
　
　
（
詩
篇
八
九
・
2
8
　
　
「
長
子
と
し
」
）

a
　
メ
タ
フ
ァ
（
教
育
的
用
法
）
と
し
て
、

　
　
　
　
箴
言
三
・
1
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
に
」

　
　
詩
篇
｝
〇
三
・
1
3

　
　
　
申
命
記
一
・
3
1

　
　
　
　
　
八
・
5

　
（
ダ
ビ
デ
王
）

（
ソ
ロ
モ
ン
王
）

「
か
わ
い
い
息
子
を
こ
ら
し
め
る
父
の

「
父
が
そ
の
子
を
憐
れ
む
よ
う
に
」

「
父
が
子
を
背
負
う
よ
う
に
」

「
人
が
子
を
謂
属
す
る
よ
う
に
」

U
　
旧
約
聖
警
に
お
け
る
神
の
子
ら
の
用
語
法

’1
1
　
「
神
の
子
ら
」
の
爾
語
は
族
長
時
代
の
記
述
に
は
見
ら
れ
ず
、

そ
の
時
代
に
は
門
父
橿
た
ち
の
孝
思
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
た
。

　
ラ
イ
ト
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
モ
ー
セ
以
降
（
出
工
四
・
2
2
）
、

エ
ジ
プ
ト
か
ら
の
救
済
に
関
連
し
て
ホ
セ
ア
書
に
「
わ
た
し
の

子
」
（
ホ
セ
ア
十
一
・
1
）
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
2
　
「
神
の
子
」
が
王
の
称
号
と
し
て
用
い
ら
れ
、
ダ
ビ
デ
契

約
及
び
ソ
・
モ
ン
契
約
に
お
い
て
定
式
化
さ
れ
た
。

　
「
わ
た
し
は
彼
（
ダ
ビ
デ
）
の
父
と
な
り
、
彼
は
わ
た
し
の
子

　
と
な
る
」
　
（
サ
ム
エ
ル
下
七
、
1
4
、
歴
代
誌
上
一
七
・
1
3
）
。
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「
わ
た
し
は
彼
（
ソ
ロ
モ
ン
）
を
選
ん
で
、
わ
た
し
の
子
と

　
し
、
わ
た
し
は
そ
の
父
と
な
る
」
　
（
歴
代
誌
上
二
八
・
6
）
。

　
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
で
は
王
が
「
神
の
息
子
」
と
呼
ば
れ
た
。
シ

ュ
ミ
ッ
ト
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
神
の
息
子
と

し
て
の
王
と
い
う
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
的
表
象
を
変
更
さ
れ
た
把
握

に
よ
っ
て
受
け
入
れ
た
。
そ
れ
は
神
と
王
と
の
相
互
関
係
を
契
約

定
式
（
召
命
定
式
）
に
よ
っ
て
表
現
し
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。

　
a
　
旧
約
聖
書
に
お
け
る
「
神
の
子
」
の
用
語
の
特
徴
は
「
王
」

に
と
ど
ま
ら
ず
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
全
体
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
言
う
如
く
、
「
神
の
子
」
の
「
民
主

化
」
（
飢
①
ヨ
o
o
話
二
き
餓
○
口
）
が
行
わ
れ
て
い
る
点
に
大
き
な
意
義

が
あ
り
、
「
父
・
子
関
係
」
は
神
と
民
と
の
関
係
を
特
徴
づ
け
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
神
の
子
の
民
主
化
」
の
用
法
は
預

言
者
た
ち
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
預
言
者
ホ
セ
ア
は
「
エ
ジ
プ
ト
か
ら
彼
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
を
呼

び
出
し
、
わ
が
子
と
し
た
」
（
十
一
・
1
）
と
語
っ
て
い
る
。

　
出
エ
ジ
プ
ト
鳩
笛
・
2
2
に
お
け
る
「
イ
ス
ラ
エ
ル
は
わ
た
し
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

子
」
と
い
う
言
葉
は
預
言
者
の
「
使
者
の
託
宣
」
様
式
の
中
に
見

出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
預
言
老
的
影
響
の
も
と
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
「
わ
た
し
の
子
」
（
ペ
ニ
ー
）
と
並
行
し
て
記
さ
れ
て
い

る
「
わ
た
し
の
長
子
」
（
ベ
コ
リ
ー
）
は
エ
レ
ミ
ヤ
ー
3
・
9
と
二

回
し
か
旧
約
聖
書
の
中
で
イ
ス
ラ
エ
ル
（
エ
フ
ラ
イ
ム
）
に
適
用

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
注
目
に
価
す
る
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
4
　
契
約
即
ぴ
の
預
誉
様
式
に
お
け
る
「
神
の
子
ら
」

「
神
の
子
ら
」
の
否
定
的
表
現
は
神
に
背
く
イ
ス
ラ
エ
ル
、
神
と
の

契
約
を
破
棄
し
た
民
に
対
す
る
批
判
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　
申
命
記
三
一
一
・
5

　
　
　
　
　
三
二
・
2
0

　
　
　
イ
ザ
ヤ
一
・
4

　
　
　
ホ
セ
ア
ニ
・
6

エ
レ
ミ
や
三
・
1
4
・
2
2

　
　
〃
　
　
四
・
2
2

　
こ
の
よ
う
に
、

的
表
現
」
は

出
さ
れ
る
。
即
ち
、

書
二
章
・
四
章
、

を
も
つ
の
み
な
ら
ず
、

を
も
っ
て
い
る
。

「
神
の
子
ら
で
な
い
」

「
真
実
の
な
い
子
ら
」

「
堕
落
し
た
子
ら
」

「
淫
行
に
よ
る
子
ら
」

「
背
信
の
子
ら
」

「
愚
か
な
子
ら
」

　
　
　
　
　
　
　
神
と
の
関
係
に
お
け
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
「
否
定

　
　
　
　
　
「
契
約
菊
ひ
の
預
書
様
式
」
の
中
に
共
通
し
て
見

　
　
　
　
　
　
　
　
申
命
記
三
…
一
章
、
イ
ザ
ヤ
書
一
章
、
ホ
セ
ア

　
　
　
　
　
　
　
エ
レ
ミ
や
盆
二
一
～
秀
出
早
は
互
に
文
学
的
闘
閃
連
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
契
約
蜜
ぴ
様
式
と
そ
の
内
容
に
共
通
性

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
預
言
様
式
は
イ
ス
ラ
エ
ル
が
神
ヤ
ハ
ウ
ェ

と
の
契
約
関
係
を
破
棄
し
た
宗
教
的
危
機
に
直
面
し
て
、
生
れ
た

も
の
で
あ
る
。
神
と
の
契
約
を
破
棄
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
は
も
は

や
「
神
の
民
」
、
「
神
の
子
ら
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　
そ
れ
ゆ
え
ホ
セ
ア
は
「
ロ
・
ア
ン
ミ
」
　
（
わ
た
し
の
民
で
な
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い
・
～
・
9
、
…
∵
2
5
）
と
イ
ス
ラ
ユ
ル
を
呼
ん
だ
。
或
い
は
ま

た
「
淫
行
に
よ
る
子
ら
」
と
も
呼
ん
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
罪
の
現

実
を
訴
え
た
。
そ
の
よ
う
に
語
る
預
言
者
に
は
一
つ
の
意
図
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
単
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
罪
の
現
実
を
審
く
た
め
で

は
な
く
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
し
て
か
つ
て
は
「
神
の
子
ら
・
神
の

民
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
い
起
さ
せ
、
悔
い
改
め
て
神
の
も
と
へ

立
ち
返
ら
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
（
ホ
セ
ア
一
四
章
1
、
　
エ
レ
ミ
や

三
章
1
2
、
1
4
、
三
六
章
3
、
7
）
。

　
預
言
者
ホ
セ
ア
は
神
と
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
関
係
を
「
夫
婦
の
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
V

係
」
・
結
婚
の
イ
メ
ー
ジ
で
表
現
し
た
（
一
章
2
～
三
章
）
。

　
契
約
関
係
は
「
央
婦
の
関
係
」
で
あ
る
な
ら
ぽ
、
そ
の
関
係
が

破
棄
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
関
係
は
喪
失
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ

る
。
し
か
し
「
父
－
子
の
関
係
」
に
お
い
て
は
た
と
え
そ
の
子
が

離
反
し
て
も
、
父
1
子
の
関
係
は
決
し
て
喪
失
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
え
な
い
。

　
神
と
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
契
約
関
係
が
「
父
一
子
関
係
」
で
あ
る

な
ら
ぽ
、
た
と
え
イ
ス
ラ
エ
ル
が
神
を
捨
て
（
申
命
記
三
二
・

1
5
、
ホ
セ
ア
四
・
1
0
、
　
エ
レ
ミ
ヤ
ニ
・
1
3
、
イ
ザ
ヤ
一
・
4
）
、
婁

を
忘
れ
（
由
人
転
記
三
一
丁
1
8
、
ホ
セ
ア
ニ
・
1
5
、
四
・
6
、
エ
レ

ミ
ヤ
ニ
・
3
2
、
詩
宴
○
・
2
2
）
、
神
に
北
樽
い
た
（
ホ
セ
ア
七
・
1
3
、

エ
レ
ミ
ヤ
ニ
・
8
、
2
9
、
イ
ザ
ヤ
一
・
2
）
と
し
て
も
、
父
…
子

の
関
係
は
決
し
て
失
わ
れ
な
い
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
ホ
セ
ア
は
神
と
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
関
係
を
神
の
救

済
史
の
現
実
と
結
び
つ
け
て
「
わ
た
し
は
エ
ジ
プ
ト
か
ら
、
わ
が

子
を
呼
ん
だ
扁
（
十
一
章
1
）
と
語
り
、
子
に
対
す
る
父
な
る
神

の
愛
を
示
し
、
父
一
子
の
関
係
の
実
質
的
な
実
現
（
回
復
）
を
自

指
し
た
の
で
あ
る
。

肌
　
契
約
関
係
の
回
復
と
し
て
の
「
神
の
子
ら
」

1　
1
。
　
ホ
セ
ア
書
二
章
一
～
三
節
で
は
門
≦
鉱
毒
旨
げ
」
で
始
ま
る

終
宋
的
救
済
玉
書
定
型
が
二
園
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
文
学

的
特
色
は
終
末
的
救
済
預
言
で
あ
り
、
一
章
の
審
判
預
言
と
対
比

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
民
の
大
き
な
転
換
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

即
ち
、
　
ロ
・
ア
ン
ミ
（
わ
が
民
で
な
い
者
）
が
「
生
け
る
神
の
子

ら
」
と
呼
ば
れ
、
悲
劇
の
イ
ズ
レ
エ
ル
（
一
・
5
）
が
栄
光
の
イ

ズ
レ
エ
ル
（
二
・
2
）
と
な
り
、
口
・
ル
ハ
マ
（
憐
れ
ま
れ
ぬ
者
）

が
ル
ハ
マ
（
憐
れ
ま
れ
る
者
）
へ
と
転
換
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
契
約
関
係
を
破
棄
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
は
や
「
神
の
民
で

な
い
者
」
（
ロ
・
ア
ン
ミ
）
が
、
「
父
－
子
の
関
係
」
の
中
で
「
生

け
る
神
の
子
」
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
契
約
関
係
を
園
復
さ

れ
、
再
び
「
神
の
民
」
（
ア
ン
ミ
）
と
な
る
こ
と
が
出
来
る
の
で

あ
る
。
、
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「
生
け
る
神
の
子
ら
し
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
転
換
は
終
末
的
救

済
未
来
に
お
い
て
約
束
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
転
換
は
「
父

な
る
神
の
愛
の
御
三
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

所
に
ホ
セ
ア
の
預
言
の
特
色
が
あ
る
。
ホ
セ
ア
は
次
の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。

　
「
わ
た
し
の
心
は
わ
た
し
の
う
ち
に
変
わ
り
、

　
わ
た
し
の
あ
わ
れ
み
は
激
し
く
燃
え
上
が
っ
た
」
（
十
一
・
8
）

　
「
わ
た
し
は
背
く
彼
ら
を
い
や
し
、
喜
ん
で
彼
ら
を
愛
す
る
。

　
ま
こ
と
に
、
わ
た
し
の
怒
り
は
彼
ら
を
離
れ
去
っ
た
」

　
（
十
四
・
5
）

　
Z
　
神
の
い
や
し
に
よ
る
回
復

　
イ
ス
ラ
エ
ル
の
背
信
は
神
の
い
や
し
に
よ
っ
て
の
み
い
や
さ

れ
、
契
約
関
係
は
回
復
さ
れ
る
。
こ
の
神
の
「
い
や
し
」
は
申
命

記
三
二
・
3
9
、
ホ
セ
ア
六
・
1
、
十
四
・
5
、
十
一
・
3
、
エ
レ

ミ
や
三
・
2
2
、
三
〇
・
1
7
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
「
い
や
し
」

の
概
念
も
「
契
約
菊
尋
預
言
様
式
」
に
共
通
し
て
い
る
。

　
3
。
　
生
け
る
神
の
子
ら
に
つ
い
て
。
こ
の
表
現
は
旧
約
聖
書
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

中
で
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
あ
る
（
メ
イ
ズ
）
。
　
ヤ
ー
ウ
ェ
が
「
生

け
る
神
し
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
ヨ
シ
ュ
ア
記
三
・
1
0
、
詩
篇
四

二
・
3
、
八
四
・
3
で
、
こ
の
外
、
申
蔓
忍
三
二
章
に
「
わ
た
し

（
ヤ
ー
ウ
ェ
）
は
永
遠
に
生
き
る
」
（
3
9
、
4
0
）
、
申
秘
記
五
章
に

「
生
け
る
神
の
声
」
（
2
6
）
、
エ
レ
ミ
ヤ
ニ
章
に
「
生
け
る
水
の
源

で
あ
る
わ
た
し
（
ヤ
ー
ウ
ェ
）
し
（
1
3
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
「
生
け
る
神
」
の
僧
仰
伝
承
は
モ
…
セ
の
歌
、
ヨ
シ
ュ
ア
、

ホ
セ
ア
、
エ
レ
ミ
ヤ
、
コ
ラ
の
詩
篇
へ
と
継
承
さ
れ
て
き
た
。
そ

れ
は
「
ヤ
ー
ウ
ェ
こ
そ
『
生
け
る
神
』
で
あ
る
」
の
に
対
し
、
「
パ

ア
ル
は
『
死
ん
だ
も
の
』
で
あ
る
」
と
い
う
、
ヤ
ー
ウ
ェ
信
仰
と

バ
ア
ル
信
仰
と
の
戦
い
・
信
仰
の
危
機
の
現
実
を
背
景
と
し
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
バ
ア
ル
に
つ
い
て
は
「
神
で
な
い
も
の
」
（
申

命
記
三
二
・
1
7
、
2
1
、
ホ
セ
ア
八
・
6
、
エ
レ
ミ
ヤ
ニ
・
1
1
）

「
空
し
い
も
の
一
（
エ
レ
ミ
ヤ
ニ
・
5
、
申
命
記
三
二
・
2
1
）
「
無

益
な
も
の
レ
（
エ
レ
ミ
ヤ
ニ
・
5
、
8
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
4
　
終
末
的
救
済
預
言
（
ホ
セ
ア
ニ
・
1
～
3
）
に
つ
い
て
、

　
こ
の
章
句
は
マ
ソ
ラ
本
文
で
は
二
章
1
～
3
節
で
あ
る
が
、
七

十
人
訳
（
ギ
リ
シ
ャ
語
訳
）
で
は
一
章
1
0
～
二
章
1
、
で
あ
る
。

　
こ
の
章
旬
を
三
章
の
終
わ
り
に
お
く
説
（
カ
ト
リ
ッ
ク
訳
に
多

い
。
　
エ
ル
サ
レ
ム
聖
書
訳
、
新
ア
メ
リ
カ
訳
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
0
）

訳
等
）
、
ま
た
二
章
の
終
わ
り
に
お
く
説
（
ワ
ー
ド
訳
、
　
ロ
ー
マ

書
九
章
2
5
～
2
6
参
照
）
が
あ
る
。
新
共
同
訳
聖
書
は
マ
ソ
ラ
本
文

通
り
に
二
章
一
～
三
に
お
一
い
て
い
る
。
（
口
語
訳
は
七
十
人
訳
に

よ
っ
て
い
る
）
。
一
章
の
審
判
預
言
に
対
比
し
て
、
二
章
一
～
三

に
終
末
的
救
済
預
言
が
お
か
れ
て
い
る
所
に
、
ホ
セ
ア
書
の
特
色
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を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

　
こ
の
終
末
的
救
済
預
書
は
後
の
時
代
（
捕
囚
後
）
の
編
集
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

よ
る
加
筆
で
あ
る
と
す
る
説
も
あ
る
（
ロ
ビ
ン
ソ
ン
、
リ
ン
ド
ブ

　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
（
1
0
）

ロ
ー
ム
、
フ
ォ
ー
ラ
i
、
ワ
ー
ド
等
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
し
か
し
、
ゼ
リ
ン
、
ロ
ス
ト
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

「
ホ
セ
ア
の
終
末
論
は
救
済
の
岳
見
論
で
あ
る
。
　
…
最
後
的
救
済

の
期
待
が
一
本
の
赤
い
糸
の
よ
う
に
ホ
セ
ア
書
全
体
を
貫
い
て
い

る
。
…
…
こ
れ
は
ホ
セ
ア
の
見
解
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
（
1
3
）

と
。
ウ
ォ
ル
フ
も
こ
の
終
末
的
救
済
預
言
の
中
に
ホ
セ
ア
の
思
想

の
特
質
を
見
出
し
て
い
る
。

　
結
　
神
と
の
契
約
を
破
．
棄
し
た
民
（
ロ
・
ア
ン
ミ
）
が
ど
う
し
た
な

ら
再
び
神
の
民
（
ア
ソ
ミ
）
と
な
る
こ
と
が
出
来
る
か
。
預
言
者

ホ
セ
ア
は
こ
の
問
題
の
解
決
を
「
父
・
子
」
関
係
に
見
冠
し
た
。

　
神
ヤ
…
ウ
ェ
が
エ
ジ
プ
ト
か
ら
「
わ
が
子
」
を
呼
び
出
し
た
救

済
史
（
十
一
・
1
）
を
滋
藤
し
、
現
実
に
は
堕
落
し
た
「
淫
行
の

子
ら
」
（
二
・
6
）
に
梅
改
め
を
迫
る
契
約
訴
訟
預
雷
か
ら
父
の

愛
を
も
っ
て
「
生
け
る
神
の
予
ら
」
の
立
ち
返
り
を
待
つ
終
末
的
救

済
預
言
へ
と
一
大
転
換
し
た
の
は
「
父
子
関
係
」
を
基
軸
と
し
て

初
め
て
可
能
で
あ
っ
た
。
ホ
セ
ア
書
に
お
け
る
「
父
・
子
し
関
係

概
念
は
神
の
民
の
回
復
と
い
う
救
済
史
に
お
け
る
一
大
転
換
を
も

た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
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